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一般・文学　　　　　　　　　　　　　　　　　その他

★キュア / 田口ランディ　　　　　　　　　　　★人生の「秋」の生き方 / 堺屋太一

★阪急電車 / 有川浩　  　 　　　  　　　　　 　★凛とした「女性の基礎力」/ 坂東真理子

★ぬばたま / あさのあつこ　　　　　　　　   　★女と男の更年期 / 小山嵩夫

★新・御宿かわせみ / 平岩弓枝　　　　　　　　★いのちを産む / 大野明子

★十津川警部鳴門の愛と死 / 西村京太郎      　　★おとなの味 / 平松洋子

★ドラキュラ城の舞踏会 / 赤川次郎　　　　　   ★崩壊する中国逃げ遅れる日本 / 宮崎正弘　　　　　

★魔女の盟約 / 大沢在昌　　　　　　　　　　　★中高生６６０人の掲示板

★鬼神の狂乱 / 坂東眞砂子　　　　　　　　　   ★みーんなダメ子だった

★たすけ鍼 / 山本一力　　　　　　　　　　　　★英語落語で世界を笑わす！ / 立川志の輔

★こころげそう / 畠中　恵　　　  　　　　　　 ★命輝ける毎日 / 中井まり　　　　　　　　　　　

エッセイ　　　　　　　　　　　　　　　　　　児童・絵本

★たった一度の人生だから / 日野原重明　      　★世界の不思議な植物 / 湯浅浩史

★遺したい言葉 / 瀬戸内寂聴　　 　　 　   　　 ★気をつけよう！ゲーム中毒 / 渋井哲也　

★日本語のゆくえ / 吉本隆明　　　　　　　　　★マリと子犬の物語 / 桑原眞ニ

★大人の見識 / 阿川弘之　　　　　　　　      　★ぎったんこばったんこ / 柚木沙弥郎　　

４月２３日は 「子ども読書の日」 です！
  「子ども読書の日」は、子どもたちの読書活動についての関心と

理解を深めるとともに子どもたちが積極的に読書活動を行う意欲を

高めるために設けられた日です。

　４月２３日から５月１２日までは「こども読書週間」。１９５９

年（昭和３４年）にはじまった「こども読書週間」も今年で５０回

を迎えます。今年の標語は「こんにちは、あたらしい本」です！

　小さなときから本を読む楽しさを知ることは、子どもが成長するためにとても大切なことです。

この機会に子どもの読書について考えてみてはいかがでしょうか。

　図書館では、たくさんの本を用意してお待ちしていますので、どうぞご利用ください。

『いちねんせいのいちにち』
おか しゅうぞう（さく）　ふじた ひおこ（え）　佼成出版社

  ４月に入り、新学期が始まりましたね。朝、学校へ登校

している子どもたちを見ると、とても微笑ましくなります。

  今回、私がおすすめする本は『いちねんせいのいちにち』

です。この本は、小学校での一日が楽しく描かれています。

はじめて読んだときは、小学校に入ったころの自分を思い

出し、当時と比べながら懐かしく読みました。

  時代が変わっても、この風景はそんなに変わらないと思

います。この本を子どもさん、お孫さんに読んであげると、

学校での話などが出てきて、その話を聞くのも楽しいかも

しれませんね。また自分の子どものころを思い出しながら読んでみるのも面白いか

もしれません。（き）

今月から司書のおすすめの本のコーナーを作りました♪
４月の図書館行事

●おはなし図書館
4 月 12 日（土）14:00 ～ 14:30

●紙芝居と工作

4 月 27 日（日）10:30 ～ 11:00

●春の うきうきわくわく お話会
4 月 20 日（日）10:00 ～ 10:30

とつげきお話隊

●ちいさなおはなし会
4 月 19 日（土）11:00 ～ 11:30

本館

名和分館

大山分館


